
1　沢登佳人教授　略歴および著作目録

沢
登
佳
人
教
授
　
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録

　
　
略

一
九
二
七
年

一
九
四
九
年

一
九
五
二
年

一
九
五
二
年

一
九
五
六
年
一
〇
月

一
九
六
〇
年

一
九
六
六
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
七
年

一
九
八
O
年

一
九
九
二
年
一
〇
月

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年
一

一
九
九
八
年

歴四
月
一
二
日

三
月
三
一
日

三
月
三
一
日

四
月
　
一
日

　
　
　
一
日

九
月
　
一
日
、

四
月
　
一
日

四
月
一
〇
日

四
月
　
一
日

五
月
　
一
日

四
月
　
一
日

　
　
　
一
日

三
月
三
一
日

四
月
　
一
日

四
月
　
一
日

一
月
一
〇
日

三
月
三
一
日

出
生
（
横
須
賀
市
）

第
△
局
等
学
校
文
科
丙
類
卒
業

京
都
大
学
法
学
部
（
旧
制
）
卒
業

名
古
屋
大
学
法
学
部
助
手

中
京
大
学
商
学
部
助
教
授

中
京
大
学
商
学
部
教
授

中
京
大
学
法
学
部
教
授

山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授

新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授

新
潟
大
学
法
文
学
部
教
授

．
新
潟
大
学
法
学
部
教
授

財
団
法
人
新
潟
県
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
理
事

新
潟
大
学
退
官

新
潟
大
学
名
誉
教
授

白
鵬
大
学
法
学
部
教
授

財
団
法
人
新
潟
県
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
理
事
長

白
鵬
大
学
退
職

（
至
現
在
）
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著
作
目
録

　
凡
　
　
例

　
共
著
は
、
題
名
の
後
に
〔
共
著
〕
と
記
し
、
論
説
以
外
の
著
作

は
、
題
名
の
後
の
〔
〕
内
に
そ
の
種
類
を
示
し
た
。
ま
た
共
訳
は

著
書
、
論
文
等
の
題
名

○
刑
事
裁
判
と
麻
酔
分
析
（
一
）

o
刑
事
裁
判
と
麻
酔
分
析
（
二
）

○
東
ド
イ
ツ
刑
法
学
界
の
現
況
〔
書
評
、

○
故
意
過
失
概
念
の
新
構
成

○
刑
事
訴
訟
法
翼

共
著
〕

　
　
（
小
論
、
随
想
、
書
評
、

　
　
〔
共
訳
〕
ど
記
し
た
。

発
行
年
月
日

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）

二
月
二
〇
日

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）

九
月
二
一
日

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）

九
垣
二
日

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）

三
月
二
〇
日

判
例
批
評
、

　
　
　
翻
訳
、
対
談
、
解
説
、

発
行
所
、
発
表
雑
誌
等
の
名
称

法
政
論
集
三
巻
一
号

法
政
論
集
三
巻
二
号

法
政
論
集
三
巻
二
号

郁
文
堂

山
本
書
店

討
論
）



3　沢登佳人教授　略歴および著作目録

・
供
述
の
任
意
性
と
証
拠
能
力
〔
判
例
批
評
〕

○
法
学
概
論
〔
共
著
〕

・
労
働
法
史
概
説

○
刑
事
訴
訟
法
三
一
九
条
二
項
に
い
う
自
白
の
意
義

　
〔
共
著
〕

○
犯
罪
論
に
お
け
る
行
為
概
念
の
存
在
論
的
構
成

・
労
働
組
合
法
一
条
二
項
に
い
う
、
労
働
組
合
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
し
た
正
当
な
争
議
行
為
の
限
界

〔
判
例
批
評
〕

○
い
わ
ゆ
る
ジ
ラ
ー
ド
判
決
に
つ
い
て
〔
判
例
批
評
〕

○
規
範
の
存
在
構
造
と
犯
罪
論
の
体
系

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）

六
月
一
〇
日

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）

四
月
二
〇
日

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）

九
月
一
五
日

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

三
月
二
七
日

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

六
月
一
日

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

三
月
一
〇
日

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

二
月
一
〇
日

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）

二
月
一
日

法
政
論
集
四
巻
一
号

国
元
書
房

山
本
書
店

法
政
論
集
二
号

中
京
大
学
論
叢
五
巻
一
号

中
京
大
学
論
叢
五
巻
三
号

中
京
大
学
論
叢
五
巻
三
号

中
京
大
学
論
叢
五
巻
四
号
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o
不
当
労
働
行
為
の
救
済
命
令
が
労
働
組
合
法
第
二
条

　
の
要
件
を
欠
く
組
合
の
申
立
に
基
き
発
せ
ら
れ
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
右
命
令
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
の

許
否
、
中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
二
五
条
の
適
用
範

囲
〔
判
例
批
評
〕

○
違
法
責
任
理
論
の
新
構
成

o
応
報
の
論
理

○
軽
屏
禁
に
対
す
る
一
事
不
再
理
原
則
の
適
用
の
可
否

　
〔
判
例
批
評
〕

○
法
の
一
般
理
論

○
芸
術
に
お
け
る
土
台
と
上
部
構
造

○
法
の
基
本
構
造

一
九
五
九
年

二
月
一
日

（
昭
和
三
四
年
）

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）

六
月
一
日

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）

二
一
月
五
日

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

二
月
五
日

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

六
月
一
五
日

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

七
月
一
日

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

四
月
一
日

中
京
大
学
論
叢
五
巻
四
号

中
京
大
学
論
叢
六
巻
一
号

中
京
商
学
論
叢
六
巻
三
号

中
京
商
学
論
叢
六
巻
四
号

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

中
京
商
学
論
叢
七
巻
一
号

太
洋
プ
リ
ン
ト
社
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○
桃
花
紅
と
頻
果
緑
〔
小
論
〕

○
存
在
と
文
化
（
一
）

○
法
の
存
在
の
二
重
性
に
よ
る
客
観
的
違
法
の
基
礎
づ

け
に
関
す
る
一
試
論

○
法
の
基
本
構
造
（
全
訂
版
）

○
存
在
と
文
化
（
二
）

・
芸
術
に
お
け
る
「
類
型
性
」
と
「
現
実
性
」

○
事
実
の
錯
誤
が
犯
罪
性
に
及
ぼ
す
影
響
を
判
定
す
る

基
準

○
存
在
と
文
化
（
三
）

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

五
月
一
日

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

九
月
一
日

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

四
月
一
日

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

九
月
一
日

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

一
一
月
一
日

↓
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

一
二
月
一
〇
日

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

三
月
二
〇
日

陶
説
九
八
号

中
京
商
学
論
叢
八
巻
一
号

中
京
大
学
学
術
研
究
会
刊
『
西
山
先
生

古
稀
記
念
法
政
論
文
集
』

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

中
京
商
学
論
叢
九
巻
一
号

中
京
大
学
論
叢
教
養
篇
三
号

中
京
商
学
論
叢
九
巻
二
・
三
合
併
号

中
京
商
学
論
叢
九
巻
四
号
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o
法
学
原
論

○
労
働
法
講
義
案

○
徳
川
美
術
館
所
蔵
の
高
麗
氷
裂
磁
実
は
汝
官
窯
青
磁

　
に
つ
い
て
〔
小
論
〕

○
存
在
と
文
化
（
四
）

○
存
在
と
文
化
（
五
）

o
暴
行
・
脅
迫
の
意
義

○
存
在
と
文
化
（
六
）

o
法
学
原
理

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

四
月
一
日

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

四
月
一
日

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

五
月
一
日

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

九
月
二
〇
日

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

二
月
二
〇
日

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

二
月
二
九
日

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

四
月
一
日

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

陶
説
一
二
二
号

中
京
商
学
論
叢
一
〇
巻
二
号

中
京
商
学
論
叢
一
〇
巻
三
号

有
斐
閣
刊
・
日
本
刑
法
学
会
編
『
刑
法

講
座
5
各
論
の
諸
問
題
』

中
京
商
学
論
叢
一
〇
巻
四
号

太
洋
プ
リ
ン
ト
社



7　沢登佳人教授　略歴および著作目録

○
存
在
と
文
化
（
七
）

○
存
在
と
文
化
（
八
）

○
た
ぬ
き
・
む
じ
な
〔
判
例
批
評
〕

○
公
務
執
行
妨
害
罪
に
お
け
る
「
暴
行
」

○
ア
ジ
ア
的
停
滞
論
の
克
服
と
社
会
史
の
一
般
法
則
、

お
よ
び
こ
れ
に
関
連
し
て
景
徳
鎮
陶
磁
工
業
の
発
展

を
中
心
に
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
生
を
論
ず

（
一
）

○
法
学
原
理
（
全
訂
版
）

○
産
業
災
害
の
法
律
〔
共
著
〕

一
九
六
四
年

七
月
一
日

一
九
六
四
年

九
月
一
日

一
九
六
四
年

一
〇
月
五
日

一
九
六
四
年

一
〇
月
五
日

一
九
六
五
年

三
月
一
日

一
九
六
五
年

四
月
一
日

一
九
六
五
年

五
月
三
一
日

（
昭
和
三
九
年
）

（
昭
和
三
九
年
）

（
昭
和
三
九
年
）

（
昭
和
三
九
年
）

（
昭
和
四
〇
年
）

（
昭
和
四
〇
年
）

（
昭
和
四
〇
年
）

中
京
商
学
論
叢
一
一
巻
一
号

中
京
商
学
論
叢
一
一
巻
二
号

ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
「
刑
法
判
例
百

選
』ジ

ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
「
刑
法
判
例
百

選
』中
京
商
学
論
叢
二
巻
四
号

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

同
文
館
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○
ア
ジ
ア
的
停
滞
論
の
克
服
と
社
会
史
の
一
般
法
則
、

お
よ
び
こ
れ
に
関
連
し
て
景
徳
鎮
陶
磁
工
業
の
発
展

を
中
心
に
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
生
を
論
ず

（
二
）

○
自
由
意
思
の
科
学
的
基
礎
　
　
　
古
典
主
義
刑
法
理

論
の
防
衛

o
自
由
心
証
主
義
（
そ
の
限
界
）
〔
共
著
〕

○
自
由
心
証
主
義
と
控
訴
理
由
〔
共
著
〕

o
法
学
原
理
〔
全
訂
二
版
〕

○
刑
事
訴
訟
法
史

○
経
済
犯
罪
〔
共
著
〕

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

六
月
一
日

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

七
月
一
日

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

二
月
一
〇
日

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

三
月
一
日

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）

四
月
一
日

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）

六
月
一
日

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）

八
月
二
五
日

中
京
商
学
論
叢
一
二
巻
一
号

中
京
商
学
論
叢
一
二
巻
二
号

一
粒
社
刊
「
刑
事
訴
訟
法
基
本
問
題
四

六
講
』

中
京
商
学
論
叢
一
二
巻
四
号

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

同
文
館
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・
自
由
意
思
の
哲
学
的
基
礎
　
　
　
自
由
意
思
の
存
在

論
的
構
造
の
解
明
に
基
づ
く
刑
事
責
任
・
法
・
社
会

規
範
・
倫
理
・
宗
教
の
基
礎
づ
け

・
自
由
意
思
の
哲
学
的
基
礎

・
法
人
の
刑
事
責
任
（
一
）
　
〔
共
著
〕

・
み
ず
か
ら
招
い
た
精
神
障
害

・
共
同
正
犯
と
従
犯
　
　
　
片
面
的
共
犯
は
認
め
ら
れ

る
か

・
刑
法
総
論
第
一
分
冊

・
存
在
と
文
化
（
九
）

・
刑
法
総
論
第
二
分
冊

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）

一
二
月
一
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

一
月
一
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

三
月
一
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

四
月
二
〇
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

五
月
二
五
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

五
月
三
〇
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

七
月
一
〇
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

九
月
二
〇
日

中
京
法
学
一
巻
一
号

自
版

中
京
法
学
↓
巻
二
号

有
斐
閣
刊
『
刑
法
改
正
の
諸
問
題
』

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
「
刑
法
の
判
例
・
基

本
判
例
解
説
シ
リ
ー
ズ
2
』

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

中
京
法
学
二
巻
一
号

太
洋
プ
リ
ン
ト
社
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○
刑
法
概
説
－
総
論
〔
共
著
〕

○
存
在
と
文
化
（
一
〇
）

○
性
倒
錯
の
世
界
　
　
　
異
常
性
犯
罪
の
研
究

　
〔
共
著
〕

○
刑
法
総
論
第
三
分
冊

o
法
の
基
本
構
造

o
罪
刑
法
定
主
義
の
歴
史
的
意
義
へ
の
反
省

o
刑
事
訴
訟
法
史

○
存
在
と
文
化
（
二
）

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

九
月
三
〇
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

一
〇
月
一
日

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

一
二
月
三
〇
日

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

一
月
一
日

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

四
月
二
〇
日

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

五
月
一
〇
日

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

五
月
二
〇
日

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

六
月
一
日

有
斐
閣

中
京
法
学
二
巻
二
号

荒
地
出
版
社

太
洋
プ
リ
ン
ト
社

風
媒
社

有
斐
閣
刊
『
犯
罪
と
刑
罰

風
媒
社

中
京
法
学
三
巻
一
号

（
上
）
」
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○
井
戸
荒
海
〔
随
想
〕

○
存
在
と
文
化
（
一
二
）

○
存
在
と
文
化
（
二
二
）

○
徳
利
と
盃
の
取
り
合
せ

○
存
在
と
文
化
（
一
四
）

○
社
会
史
の
法
則

○
労
働
法
史

〔
随
想
〕

一
九
六
八
年

六
月
一
五
日

一
九
六
八
年

一
〇
月
一
日

一
九
六
九
年

一
月
一
〇
日

一
九
六
九
年

二
月
二
〇
日

一
九
六
九
年

三
月
一
〇
日

一
九
六
九
年

四
月
三
〇
日

一
九
六
九
年

四
月
三
〇
日

（
昭
和
四
三
年
）

（
昭
和
四
三
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

光
芸
出
版
刊
『
茶
碗
と
私
』

中
京
法
学
三
巻
二
号

中
京
法
学
三
巻
三
号

光
芸
出
版
刊
『
徳
利
と
盃
と
私
』

中
京
法
学
三
巻
四
号

風
媒
社

風
媒
社
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○
沢
登
佳
人
・
沢
登
俊
雄
著
「
刑
事
訴
訟
法
史
」
に
対

す
る
庭
山
英
雄
の
書
評
の
誤
読
を
正
し
、
併
せ
て
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
自
由
心
証
主
義
の
成
立
・
発
達
過

程
を
論
ず

○
宣
徳
染
付
唐
草
文
提
壷
〔
随
想
〕

o
存
在
と
文
化
（
一
五
）

○
戦
後
治
安
立
法
の
史
的
展
開
と
階
級
闘
争

○
存
在
と
文
化
（
一
六
）

○
存
在
と
文
化
（
一
七
）

○
笠
原
窯
色
絵
鳳
鳳
文
大
皿
〔
随
想
〕

一
九
六
九
年

五
月
二
〇
日

一
九
六
九
年

八
月
三
〇
日

一
九
六
九
年

九
月
二
〇
日

一
九
六
九
年

二
月
一
日

一
九
六
九
年

一
二
月
一
日

一
九
七
〇
年

三
月
一
日

一
九
七
〇
年

三
月
三
〇
日

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
五
年
）

（
昭
和
四
五
年
）

中
京
法
学
四
巻
一
号

光
芸
出
版
刊
「
壷
と
私
』

中
京
法
学
四
巻
二
号

法
律
時
報
四
一
巻
二
二
号

中
京
法
学
四
巻
三
号

中
京
法
学
四
巻
四
号

光
芸
出
版
刊
「
皿
と
私
』
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○
機
動
隊
の
不
退
去
学
生
排
除
を
違
法
と
し
た
事
例

　
　
　
い
わ
ゆ
る
博
多
駅
事
件
箋
審
公
判
議
判
の

中
立
性
に
つ
い
て
　
　
〔
判
例
批
評
〕

○
た
ぬ
き
・
む
じ
な

○
公
務
執
行
妨
害
罪
に
お
け
る
暴
行
〔
判
例
批
評
〕

・
政
治
犯
罪
と
裁
判
の
中
立
性
〔
判
例
批
評
〕

○
存
在
と
文
化
（
一
八
）

○
存
在
と
文
化
（
一
九
）

。
存
在
と
文
化
（
二
〇
）

・
い
わ
ゆ
る
大
衆
科
学
教
育
と
科
学
の
物
神
化
〔
小
論
〕

一
九
七
〇
年

四
月
一
日

一
九
七
〇
年

七
月
一
日

一
九
七
〇
年

七
月
一
日

一
九
七
〇
年

七
月
二
〇
日

一
九
七
〇
年

九
月
↓
日

一
九
七
〇
年

一
〇
月
一
日

一
九
七
〇
年

一
〇
月
一
日

一
九
七
〇
年

三
月
一
日

　　　　　　ハ　　
日召　　　　　日召　　　　　日召　　　　　日召　　　　　日召　　　　　日召　　　　　日召　　　　　　　　日召

和　　和　　和　　和　　和　　和　　和　　　和

四四四四四四四　四五五五五五五五　五年年年年年年年　年）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　　 ）

判
例
時
報
五
八
四
号
（
判
例
評
論
一
三

四
号
）

ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
『
刑
法
判
例
百
選

（
新
版
）
』

ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
「
刑
法
判
例
百
選

（
新
版
）
』

ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
四
十
四

年
度
重
要
判
例
解
説
』

中
京
法
学
五
巻
一
号

中
京
法
学
五
巻
二
号

中
京
法
学
五
巻
二
号

ジ
ュ
リ
ス
ト
四
六
五
号
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○
存
在
と
文
化
（
は
し
が
き
・
総
目
次
・
総
序
・
第
二

巻
序
論
・
第
三
巻
は
し
が
き
）

○
存
在
と
文
化
全
三
巻
（
第
一
巻
自
由
意
思
の
基
本
構

造
、
第
二
巻
社
会
史
の
法
則
、
第
三
巻
存
在
の
諸
次

元
と
文
化
の
諸
相
）

○
す
べ
て
の
過
失
は
認
識
あ
る
過
失
で
あ
る

o
凶
器
準
備
集
合
罪
の
成
立
要
件
〔
判
例
批
評
〕

○
中
国
の
風
土
と
古
陶
磁
　
ー
土
宋
の
鈎
窯
・
定
窯
・

官
窯
・
汝
官
窯
を
め
ぐ
っ
て
　
　
（
1
）

○
中
国
の
風
土
と
古
陶
磁
　
⊥
米
の
鈎
窯
・
定
窯
・

官
窯
・
汝
官
窯
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
（
2
）

○
残
虐
異
常
性
犯
罪
は
な
ぜ
日
本
に
少
な
い
か

○
法
学

一
九
七
〇
年

一
二
月
一
日

一
九
七
一
年

四
月
一
日

一
九
七
一
年

四
月
一
五
日

一
九
七
一
年

六
月
二
五
日

一
九
七
一
年

一
一
月
一
日

一
九
七
一
年

一
二
月
一
日

一
九
七
二
年

八
月
一
日

一
九
七
三
年

五
月
二
〇
日

（
昭
和
四
五
年
）

（
昭
和
四
六
年
）

（
昭
和
四
六
年
）

（
昭
和
四
六
年
）

（
昭
和
四
六
年
）

（
昭
和
四
六
年
）

（
昭
和
四
七
年
）

（
昭
和
四
八
年
）

中
京
法
学
五
巻
三
号

風
媒
社

有
斐
閣
刊
「
刑
法
と
科
学
・
法
律
編
』

ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊

度
重
要
判
例
解
説
』

陶
説
二
二
四
号

陶
説
二
二
五
号

『
昭
和
四
五
年

現
代
の
エ
ス
プ
リ
六
一
号

風
媒
社
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o
片
面
的
共
犯
　
　
　
片
面
的
共
犯
の
成
否
と
共
犯
の

本
質

○
日
本
労
働
運
動
の
現
状
と
展
望

・
臭
を
万
年
に
遺
す
な
か
れ
〔
小
論
〕

○
刑
事
法
に
お
け
る
人
問
の
虚
像
と
実
像
　
　
　
近

代
・
現
代
刑
事
法
の
基
本
原
理
・
基
本
構
造
に
対
す

る
総
批
判
序
説

・
刑
事
法
体
系
の
新
構
成
要
綱
、
お
よ
び
そ
の
体
系
の

　
一
部
を
な
す
実
体
的
真
実
認
識
方
法
論
と
し
て
の
刑

事
訴
訟
法
体
系
の
新
構
成
序
説

○
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
著
「
社
会
契
約
に
つ
い

て
、
ま
た
は
国
家
の
形
態
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
（
社

会
契
約
論
初
稿
）
第
一
巻
第
一
～
二
章
」
〔
翻
訳
〕

○
マ
ル
ク
・
ア
ン
セ
ル
著
「
刑
事
責
任
・
法
的
観
点
」

　〔

翻
訳
〕

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）

一
〇
月
二
〇
日

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）

三
月
一
日

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）

六
月
一
日

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

｝
月
三
一
日

一
九
七
五
年

八
旦
三
日

一
九
七
六
年

八
月
三
一
日

一
九
七
六
年

八
月
三
一
日

（
昭
和
五
〇
年
）

（
昭
和
五
一
年
）

（
昭
和
五
一
年
）

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
刑
法
の
判
例
第
二

版
基
本
判
例
解
説
シ
リ
ー
ズ
2
』

新
潟
県
国
家
公
務
員
労
働
組
合
共
闘
会

議法
律
時
報
四
六
巻
六
号

法
政
理
論
七
巻
丁
二
合
併
号

法
政
理
論
八
巻
一
号

法
政
理
論
九
巻
一
号

法
政
理
論
九
巻
一
号
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○
近
代
刑
法
克
服
へ
の
道
標
、
刑
事
法
に
お
け
る
人
間

　
の
虚
像
と
実
像

○
伝
聞
法
則
と
そ
の
例
外
規
定
と
の
、
お
よ
び
刑
事
訴

訟
法
三
二
八
条
の
新
解
釈
、
「
全
訴
訟
関
係
人
を
人

格
と
し
て
取
扱
え
」
「
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず
」
の
法

理
を
証
拠
法
に
貫
徹
す
る
道

○
訴
因
と
公
訴
事
実
と
は
同
じ
物
で
あ
る
、
公
訴
事
実

同
一
の
範
囲
と
一
事
不
再
理
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と

は
異
な
る

o
違
法
性
は
行
為
無
価
値
で
も
結
果
無
価
値
で
も
な

く
、
体
制
関
係
的
無
価
値
で
あ
る

○
反
対
の
原
理
〔
随
想
〕

○
権
力
止
揚
論
（
一
）

o
た
ぬ
き
・
む
じ
な

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）

二
月
一
五
日

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

三
月
一
八
日

一
九
七
七
年

三
月
二
三
日

（
昭
和
五
二
年
）

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

七
月
二
〇
日

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

一
〇
月
一
日

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

一
二
月
三
一
日

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

二
月
六
日

大
成
出
版
社

法
政
理
論
九
巻
三
号

法
政
論
集
七
〇
号

有
斐
閣
刊
『
現
代
の
刑
事
法
学
（
上
）
』

ジ
ュ
リ
ス
ト
六
四
九
号

法
政
理
論
一
〇
巻
二
号

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
M
5
7

選
－
総
論
』

「
刑
法
判
例
百
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・
逮
捕
ま
た
は
勾
留
中
の
被
疑
者
の
取
り
調
べ
は
許
さ

れ
な
い

○
ほ
ん
も
の
・
に
せ
も
の
〔
随
想
〕

○
権
力
止
揚
論
（
二
）

○
日
本
刑
務
文
学
の
現
況

・
フ
ラ
ン
ス
犯
罪
論
に
学
ぶ
も
の
　
　
　
独
仏
犯
罪
論

体
系
の
比
較
考
察

・
権
力
止
揚
論

・
フ
ラ
ン
ス
刑
事
法
・
刑
法
総
論
〔
共
訳
〕

・
頑
張
れ
、
江
川
君
〔
随
想
〕

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

二
月
三
〇
日

一
九
八
O
年
（
昭
和
五
五
年
）

一
月
三
一
日

一
九
八
O
年
（
昭
和
五
五
年
）

七
月
二
五
日

一
九
八
O
年
（
昭
和
五
五
年
）

一
二
月
二
五
日

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

四
月
五
日

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

七
月
一
〇
日

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

一
〇
月
一
日

法
政
理
論
一
二
巻
二
号

新
大
広
報
昭
和
五
四
年
度
三
号

五
五
号
）

法
政
理
論
一
三
巻
一
号

法
政
理
論
二
二
巻
二
号

法
政
理
論
一
三
巻
三
号

大
成
出
版
社

成
文
堂

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
五
二
号

（
通
刊
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o
ド
イ
ツ
近
代
犯
罪
論
体
系
の
史
的
変
遷

○
仏
独
近
代
刑
罰
権
理
念
史
序
説
（
一
）

○
新
版
刑
法
概
説
－
総
論
〔
共
著
〕

○
王
の
正
義
は
、
外
国
人
と
寡
婦
と
孤
児
と
の
保
護
者

　
た
る
に
あ
り
〔
小
論
〕

o
刑
罰
権
否
定
の
法
理

o
フ
ラ
ン
ス
刑
事
法
・
刑
事
訴
訟
法
〔
共
訳
〕

○
憲
法
・
刑
事
訴
訟
法
英
文
に
よ
れ
ば
、
検
察
・
警
察

の
取
調
を
受
け
る
と
き
、
被
疑
者
は
弁
護
士
の
つ
き

そ
い
援
助
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る

○
「
見
え
な
い
飛
行
機
」
は
見
え
な
く
な
っ
た
〔
随
想
〕

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

一
二
月
二
六
日

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

三
月
一
五
日

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

六
月
一
日

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

一
〇
月
五
日

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

一
二
月
一
〇
日

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

一
月
一
七
日

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

三
月
一
日

法
政
理
論
一
四
巻
二
号

法
政
理
論
一
四
巻
三
号

有
斐
閣

法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
六
巻
六
号
－
三
二
八

（
一
九
八
二
年
六
月
号
）

刑
法
雑
誌
二
五
巻
一
号

成
文
堂

法
政
理
論
一
五
巻
二
号

法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
七
巻
三
号
ー
三
三
七
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○
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
は
、
検
察
官
と
私
訴
原
告
人

と
の
協
同
に
よ
る
公
衆
訴
追
主
義
を
採
る

○
裁
判
に
活
力
を
与
え
る
陪
審
裁
判
〔
小
論
〕

・
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
「
判
決
手
続
と
訴

追
・
予
審
と
の
機
能
分
離
の
原
則
」
と
「
陪
審
制
度
・

自
由
心
証
主
義
お
よ
び
口
頭
弁
論
主
義
の
一
体
不
可

分
性
」

○
フ
ラ
ン
ス
の
「
人
民
代
表
訴
追
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
コ

般
市
民
訴
追
」
　
　
　
捜
査
権
強
化
と
機
能
分
離
と

の
調
和

・
事
実
の
錯
誤
と
法
律
の
錯
誤
（
2
）

・
「
角
栄
裁
判
」
は
宗
教
裁
判
以
前
の
暗
黒
裁
判
だ
ノ

　
　
　
　
日
本
の
裁
判
が
持
つ
構
造
的
欠
陥
　
　
　
〔
対

談
〕
　
　
　

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

一
〇
月
一
五
日

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

一
二
月

↓
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

一
月
｝
O
日

一
九
八
四
年

三
月
一
五
日

一
九
八
四
年

三
月
二
五
日

一
九
八
四
年

六
月
一
日

（
昭
和
五
九
年
）

（
昭
和
五
九
年
）

（
昭
和
五
九
年
）

法
政
理
論
一
六
巻
一
号

陪
審
裁
判
創
刊
二
号

法
政
理
論
一
六
巻
二
号

法
政
理
論
一
六
巻
三
号

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
M
8
2

選
－
総
論
』
（
第
二
版
）

諸
君
！
一
六
巻
八
号

「
刑
法
判
例
百
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・
現
住
建
造
物
放
火
罪
に
お
け
る
「
未
遂
犯
と
不
能
犯

の
区
別
の
基
準
」
と
「
実
行
の
着
手
の
有
無
の
判
断

基
準
」
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
た
事
例

・
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
立
法
（
そ

の
一
）
、
治
安
警
察
、
刑
事
司
法
お
よ
び
陪
審
員
の

設
置
に
関
す
る
デ
ク
レ
（
一
七
九
一
年
九
月
一
六
－

二
九
日
）
〔
解
説
、
翻
訳
〕

・
フ
ラ
ン
ス
陪
審
制
度
に
見
る
近
代
刑
事
訴
訟
法
の
真

髄
と
陪
審
な
き
わ
が
法
の
惨
状

・
近
代
刑
事
訴
訟
法
の
真
髄
デ
ュ
ポ
ー
ル
報
告
に
つ
い

て
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
一
七
九
一
年
刑
事
訴
訟
法
典
提

案
趣
旨
説
明
の
解
説
と
全
訳
　
　
　
〔
解
説
、
翻
訳
〕

・
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
立
法
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
ユ
メ
　
ル

の
二
）
、
罪
刑
法
典
（
一
）
（
革
命
暦
四
年
霧
月
三
日
）

　
〔
共
訳
、
解
説
〕

・
冤
罪
を
根
絶
す
る
妙
薬
、
圧
制
か
ら
人
権
を
守
る
砦

と
し
て
の
陪
審

一
九
八
四
年

八
月
一
日

一
九
八
四
年

九
月
二
〇
日

（
昭
和
五
九
年
）

（
昭
和
五
九
年
）

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

一
二
月
一
日

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

一
二
月
二
〇
日

一
九
八
五
年

三
月
一
五
日

一
九
八
五
年

四
月

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

判
例
時
報
一

〇
六
号
）

一
七
号
（
判
例
評
論
三

法
政
理
論
一
七
巻
丁
二
号

自
由
と
正
義
三
五
巻
一
三
号
・

号法
政
理
論
一
七
巻
三
号

法
政
理
論
一
七
巻
四
号

陪
審
裁
判
創
刊
三
号

一
二
月
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○
白
井
駿
著
「
犯
罪
の
現
象
学
」
〔
書
評
〕

○
立
花
隆
氏
へ
の
忠
告
、
事
実
は
ペ
ン
よ
り
も
強
し

　
〔
小
論
〕

o
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
立
法
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
ユ
メ
　
ル

の
二
）
、
罪
刑
法
典
（
二
）
（
革
命
暦
四
年
霧
月
三
日
）

　
〔
共
訳
、
解
説
〕

・
被
拘
置
者
に
対
す
る
死
刑
の
時
効
の
適
用
に
関
す

る
、
法
務
大
臣
へ
の
意
見
書

○
「
蓮
の
糸
」
を
切
っ
た
人
々
へ
　
　
　
「
時
効
は
死

刑
執
行
を
促
す
」
論
へ
の
反
論

○
死
刑
囚
の
時
効
に
つ
い
て
　
　
　
平
沢
貞
通
の
人
身

保
護
請
求
事
件
の
顛
末
と
批
評
　
　
（
一
）

○
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
立
法
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
ユ
メ
し
ル

の
二
）
、
罪
刑
法
典
（
三
）
（
革
命
暦
四
年
霧
月
三
日
）

　
〔
共
訳
〕

一
九
八
五
年

四
月
二
七
日

一
九
八
五
年

六
月
一
日

一
九
八
五
年

七
月
一
〇
日

一
九
八
五
年

七
月
一
〇
日

一
九
八
五
年

七
月
一
〇
日

一
九
八
五
年

九
月
二
〇
日

一
九
八
五
年

九
月
二
〇
日

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

（
昭
和
六
〇
年
）

図
書
新
聞

人
権
思
想
創
刊
号

法
政
理
論
一
八
巻
一
号

法
政
理
論
一
八
巻
一
号

状
況
と
主
体
二
六
号

八
月
号
）

法
政
理
論
一
八
巻
二
号

法
政
理
論
一
八
巻
二
号

（
一
九
八
五
年
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○
武
林
さ
ん
の
質
問
に
答
え
て
　
　
　
権
力
の
発
生
原

因
と
権
力
の
分
類

o
死
刑
制
度
に
一
石
投
じ
た
時
効
論
　
　
　
帝
銀
事
件

○
拷
問
に
等
し
い
日
本
の
刑
事
裁
判
手
続
き
（
上
）

○
死
刑
囚
の
時
効
に
つ
い
て
　
　
　
平
沢
貞
通
の
人
身

保
護
請
求
事
件
の
顛
末
と
批
評
　
　
　
（
二
）

○
邦
訳
・
大
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
立
法
（
そ

　
の
三
）
、
重
罪
事
件
お
よ
び
軽
罪
事
件
に
お
け
る
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ユ
ヴ
イ
オ
ド
ズ

罪
の
訴
追
に
関
す
る
法
律
（
革
命
暦
九
年
雨
月
七
日
）

　
〔
共
訳
、
解
説
〕

○
拷
問
に
等
し
い
日
本
の
裁
判
手
続
き
（
下
）

○
フ
ラ
ン
ス
一
七
九
一
年
刑
法
草
案
に
関
す
る
ル
ペ
ル

チ
エ
報
告
〔
共
訳
〕

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
〇
月
一
日

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
〇
月
一
五
日

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
二
月
一
日

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
二
月
二
五
日

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
二
月
二
五
日

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

二
月
一
日

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

三
月
一
五
日

人
権
思
想
三
号

狭
山
差
別
裁
判
一
四
二
号

人
権
思
想
四
号

法
政
理
論
一
八
巻
三
号

法
政
理
論
一
八
巻
三
号

人
権
思
想
五
号

法
政
理
論
一
八
巻
四
号
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・
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
の
罪
刑
法
定
主
義
は
裁
判
官

の
罪
刑
専
断
防
止
を
目
的
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
・

宣
言
の
諸
草
案
お
よ
び
議
会
審
議
録
か
ら
の
考
察
、

第
一
部
本
論

・
｝
七
八
九
年
人
権
宣
言
の
罪
刑
法
定
主
義
は
裁
判
官

の
罪
刑
専
断
防
止
を
目
的
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
・

宣
言
の
諸
草
案
お
よ
び
議
会
審
議
録
か
ら
の
考
察
、

第
二
部
諸
草
案
お
よ
び
審
議
録
の
邦
訳
、
提
案
者
・

発
言
者
の
列
伝
〔
翻
訳
、
解
説
〕

・
陪
審
の
な
い
刑
事
裁
判
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
抜
け
た
酒

　
で
あ
る

・
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
の
罪
刑
法
定
主
義
は
裁
判
官

の
罪
刑
専
断
防
止
を
目
的
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
・

宣
言
の
諸
草
案
お
よ
び
議
会
審
議
録
か
ら
の
考
察
、

第
三
部
結
論
　
罪
刑
法
定
主
義
の
本
旨
と
現
代
的
意

義

一
九
八
六
年

三
月
一
五
日

一
九
八
六
年

七
月
二
五
日

（
昭
和
六
一
年
）

（
昭
和
六
一
年
）

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

八
月
一
日

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

一
〇
月
三
〇
日

法
政
理
論
↓
八
巻
四
号

法
政
理
論
一
九
巻
一
号

人
権
思
想
六
号

法
政
理
論
一
九
巻
二
号
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○
明
治
治
罪
法
の
精
神
〔
共
著
〕

o
人
権
へ
の
誤
解
を
解
く

○
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
の
所
有
権
論
に
つ
い
て

○
社
会
改
革
運
動
債
券
の
指
標
と
し
て
の
人
権

○
監
獄
は
な
ぜ
存
在
す
る
の
か

〇
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
に
見
る
近
代
刑
事
法
の
初
心

○
法
学
開
眼
〔
対
談
〕

○
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
陪
審
裁
判

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

二
月
五
日

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

九
月
一
日

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

九
月
一
日

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

九
月
一
日

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

一
一
月
五
日

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

一
一
月
三
〇
日

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

四
月
二
〇
日

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

五
月
二
〇
日

法
政
理
論
一
九
巻
三
号

人
権
思
想
七
号

人
権
思
想
七
号

人
権
思
想
七
号

法
学
セ
ミ
ナ
i
増
刊
・
総
合
特
集
シ

リ
ー
ズ
41
『
監
獄
の
現
在
』

法
政
論
集
一
二
三
号

法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
法
学
入
門
』

ど
ん
こ
ん
六
号
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・
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
刑
事
法

・
報
道
の
陥
し
穴
〔
小
論
〕

・
克
服
さ
れ
た
二
つ
の
矛
盾
〔
小
論
〕

・
新
た
に
制
定
さ
れ
る
べ
き
陪
審
法
の
基
本
理
念
・
原

則
・
構
造
に
関
す
る
「
新
潟
陪
審
友
の
会
」
の
意
見

　
　
　
陪
審
法
検
討
小
委
員
会
「
陪
審
法
草
案
（
一

九
八
九
年
四
月
）
」
の
検
討
を
通
し
て

・
な
ぜ
今
、
陪
審
な
の
か

・
宇
宙
超
出
論
序
説

・
文
明
の
コ
ス
ト
と
し
て
の
犯
罪
〔
対
談
〕

一
九
八
九
年

七
月
一
日

一
九
八
九
年

七
月
一
五
日

一
九
八
九
年

八
月
一
日

一
九
八
九
年

八
月

（
平
成
元
年
）

（
平
成
元
年
）

（
平
成
元
年
）

（
平
成
元
年
）

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

一
一
月
一
日

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

一
二
月
一
五
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

一
月
三
〇
日

法
律
時
報
六
一
巻
八
号

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
八
号

法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
八
号

号
）

新
潟
陪
審
友
の
会

（
四
一
六

月
刊
タ
イ
ム
ス
、
o。
O
●
旨

人
権
思
想
八
号

カ
フ
ー
ツ
ー
、
特
集
『
犯
罪
と
刑
罰
の

現
在
』
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○
自
白
は
証
拠
の
女
王

○
書
証
排
除
と
自
由
心
証
主
義

○
真
説
罪
刑
法
定
主
義

○
ア
ド
リ
ア
ン
・
デ
ュ
ポ
ー
ル

○
体
罰
の
行
き
過
ぎ
を
防
ぐ
法

○
宇
宙
超
出
論

○
ル
ソ
ー
の
予
言
〔
随
想
〕

○
雍
正
古
月
軒
の
謎

〔
随
想
〕

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

四
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

五
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

六
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

七
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

八
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

九
月
一
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

九
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

一
〇
月
三
〇
日

時
の
法
令
互
七
六
号

時
の
法
令
二
二
七
八
号

時
の
法
令
二
二
八
○
号

時
の
法
令
二
二
八
二
号

時
の
法
令
一
三
八
四
号

白
順
社

時
の
法
令
一
三
八
六
号

時
の
法
令
一
三
八
八
号
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・
陪
審
裁
判
の
基
礎
知
識

・
江
川
ク
ン
は
正
し
か
っ
た
〔
随
想
〕

・
盗
作
と
創
作
の
間
〔
随
想
〕

○
検
察
官
一
体
原
則
の
不
思
議

○
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
刑
事
法
の
理
念

○
真
理
は
世
に
い
れ
ら
れ
ず
〔
随
想
〕

○
木
村
大
造
先
生
〔
随
想
〕

・
宇
宙
超
出
へ
の
道

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

二
月
一
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

一
一
月
三
〇
日

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

一
二
月
三
〇
日

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

一
月
三
〇
日

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

二
月
一
日

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

二
月
二
八
日
’

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

三
月
三
〇
日

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

一
月
一
五
日

新
潟
陪
審
友
の
会
刊
『
陪
審
裁
判
（
試

案
解
説
資
料
）
』

時
の
法
令
二
二
九
〇
号

時
の
法
令
二
二
九
二
号

時
の
法
令
一
三
九
四
号

立
花
書
房
刊
「
近
代
刑
事
法
の
理
念
と

現
実
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百
年
を
機

に
　
　
」

時
の
法
令
二
二
九
六
号

時
の
法
令
二
二
九
八
号

白
順
社
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か
ん
よ
う
こ
あ
か
え

○
官
窯
古
赤
絵
と
中
国
専
制
君
主
政
〔
随
想
〕

○
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
討
論
会
〔
討
論
〕

〇
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
八
月
四
日
夜
の
会

議
議
事
録
〔
解
説
、
共
訳
〕

○
宇
宙
超
出
論
開
題

○
蚕
は
な
ぜ
糸
を
吐
く
か
　
　
　
私
の
思
想
形
成
過
程

○
真
善
美
の
復
権
〔
随
想
〕

o
国
家
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
〔
小
論
〕

○
刑
法
学
の
虚
像
と
実
像
　
　
　
ぼ
く
た
ち
の
犯
罪

論
、
人
問
と
宇
宙
へ
の
視
点
　
　
　
〔
対
談
〕

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

四
月
一
日

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

五
月
一
五
日

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

九
月
二
一
日

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

二
月
二
二
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

二
月
一
〇
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

六
月
一
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

七
月
二
四
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

八
月
一
〇
日

新
潟
大
学
学
報
五
五
〇
号

人
権
思
想
九
号

法
政
理
論
二
五
巻
一
号

宇
宙
超
出
論
研
究
会

宇
宙
超
出
論
研
究
会

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
二
三
号

新
刑
法
学
会
報
告
要
旨

白
順
社
刊
『
ぼ
く
た
ち
の
犯
罪
論
』
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○
新
経
営
学
哲
学
と
宇
宙
超
出
論

○
社
会
の
し
く
み
と
環
境
問
題
〔
小
論
〕

・
ア
ド
リ
ア
ン
・
デ
ュ
ポ
ー
ル

○
死
刑
へ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
〔
小
論
〕

○
沢
登
佳
人
さ
ん
に
聞
く
「
二
一
世
紀
に
向
け
て
人
類

は
い
ま
何
を
　
　
」

○
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
所
有
権
理
論
と
人
民
主
権

論・
デ
ュ
ポ
ー
ル
の
人
権
宣
言
お
よ
び
憲
法
原
理
草
案

　
（
解
説
と
訳
文
）
〔
解
説
、
翻
訳
〕

・
反
自
殺
・
反
脳
死
論
　
　
生
と
死
に
つ
い
て
の
哲
学

的
考
察

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

八
月
二
〇
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

九
月
一
一
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

九
月
三
〇
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

一
〇
月
一
日

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

一
月
二
五
日

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

四
月
一
五
日

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

四
月
一
五
日

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

五
月
一
〇
日

宇
宙
超
出
（
宇
宙
超
出
学
会
機
関
誌
）

二
号

日
本
社
会
党
新
潟
県
本
部
三
区
協
議
会

学
習
会
講
演
要
旨

有
斐
閣
刊
『
刑
事
法
学
の
総
合
的
検
討

（
上
）
』

法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
九
三
年
一
〇
月
号

C
I
M
（
新
潟
県
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

機
関
誌
）
四
号

白
鵬
法
学
創
刊
号

白
鵬
法
学
創
刊
号

白
順
社
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○
国
家
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し

○
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
期
公
教
育
立
法
の
展
開
〔
共
著
〕

○
遺
族
の
た
め
に
こ
そ
死
刑
廃
止
を

O
M
・
E
・
マ
イ
ヤ
ー
研
究
〔
共
著
〕

○
阪
神
大
震
災
当
初
、
行
政
は
驚
く
ほ
ど
迅
速
・
適
切

　
に
被
害
者
を
救
助
し
た
の
に
、
マ
ス
コ
ミ
・
世
論
は

な
ぜ
そ
れ
を
袋
叩
き
に
し
た
の
か
？

○
中
国
伝
統
絵
画
の
本
質
・
歴
史
及
び
日
本
絵
画
へ
の

影
響

○
（
邦
訳
）
孫
世
昌
「
多
元
の
広
さ
と
困
惑
　
　
　
現

代
中
国
画
の
創
作
に
つ
い
て
」
〔
翻
訳
〕

○
（
邦
訳
）
曼
少
翔
「
筆
の
表
現
力
」
〔
翻
訳
〕

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

七
月

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

九
月
三
〇
日

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

二
一
月
二
〇
日

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

二
月
一
〇
日

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

五
月
一
〇
日

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

九
月
二
九
日

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

九
月
二
九
日

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

九
月
二
九
日

新
刊
法
学
会
会
報
九
号

白
鴎
法
学
二
号

日
本
評
論
社
刊
「
死
刑
廃
止
を
求
め
る
』

白
鵬
法
学
三
号

宇
宙
超
出
四
号

新
潟
県
近
代
美
術
館
刊
『
中
国
現
代
絵

画
名
作
展
図
録
』

新
潟
県
近
代
美
術
館
刊
『
中
国
現
代
絵

画
名
作
展
図
録
」

新
潟
県
近
代
美
術
館
刊
『
中
国
現
代
絵

画
名
作
展
図
録
」
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O
M
・
E
・
マ
イ
ヤ
i
研
究
（
続
・
完
）
〔
共
著
〕

。
近
代
民
主
主
勢
危
機
と
宇
宙
超
出
論

○
私
の
思
想
形
成
過
程

○
昔
の
商
人
と
今
の
企
業
、
昔
の
王
様
と
今
の
国
家

・
宇
宙
超
出
論
と
道
徳

・
地
域
循
環
型
経
済
・
地
域
主
権
の
理
念
を
実
現
す
る

政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
改
革
の
目
標
と
そ
の
方
法

○
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
近
頃
不
思
議
に
思
う
こ
と
〔
論

説
、
随
想
〕

○
新
し
い
革
命
へ
の
道
　
　
　
地
域
主
権
と
地
域
循
環

経
済
、
徴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
と
新
商
品
価
格
決
定
方

式

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

九
月
三
〇
日

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

一
〇
月
二
〇
日

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

三
月
一
五
日

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

一
〇
月
一
九
日

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

一
月
二
〇
日

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

二
月
二
二
日

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

三
月
一
五
日

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

一
〇
月
ゴ
ニ
日

白
鴎
法
学
四
号

宇
宙
超
出
五
号

白
鶴
法
学
五
号

白
鵬
法
学
六
号

宇
宙
超
出
六
号

市
民
新
党
に
い
が
た
主
催
「
市
民
塾
」

第
九
～
二
回
テ
キ
ス
ト

白
鵬
法
学
七
号

白
鵬
法
学
九
号
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○
陪
審
裁
判
の
基
礎
知
識

○
許
さ
れ
た
危
険
の
法
理
に
基
づ
く
因
果
関
係
論
の
克

　
服

○
刑
法
総
論
の
体
系

○
適
正
利
潤
に
つ
い
て

○
宇
宙
超
出
論
開
題

・
『
宇
宙
超
出
を
め
ざ
す
人
た
ち
の
1
7
話
』
執
筆
者
の

討
論
〔
討
論
〕

○
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
？
　
　
　
宇
宙
超
出
学

に
よ
る
解
説

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

一
月
三
〇
日

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
九
八
年
（
平
成
↓
O
年
）

三
月
二
〇
日

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

六
月
一
〇
日

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

九
月
一
〇
日

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

一
〇
月
一
五
日

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

一
二
月
一
五
日

尚
学
社
刊
・
新
潟
陪
審
友
の
会
編
『
市

民
の
手
に
裁
判
を
』

法
政
理
論
三
〇
巻
四
号

白
離
闘
法
愚
子
一
〇
口
写

宇
宙
超
出
八
号

白
順
社
刊
・
宇
宙
超
出
学
会
編
「
沢
登

佳
人
先
生
古
稀
記
念
論
集
、
宇
宙
超
出

を
め
ざ
す
人
た
ち
の
1
7
話
』

宇
宙
超
出
九
号

宇
宙
超
出
一
〇
号


